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明
治
史
に

於
け
ろ
政
孚
こ
皇
室

板

倉

卓

造

一
　
明
治
政
府
の
大
方
針

　
徳
川
氏
を
滅
ぼ
じ
た
明
治
維
新
革
命
の
大
業
は
、
尊
王
接
夷
の
名
分
を
以
て
行
わ
れ
た
。
し
か
も
革
命
成
つ
た
後
、
擁
夷
は
忽
ち
開
國
に
豹
攣

し
て
、
人
心
か
ら
速
に
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
つ
た
に
反
し
、
尊
王
の
業
は
着
六
そ
の
緒
に
就
き
、
略
ぼ
王
政
復
古
の
大
勢
を
決
し
た
虚
へ
、
た
ま

た
ま
明
治
十
年
西
南
の
役
あ
つ
て
、
新
政
府
の
威
信
と
賛
力
を
示
す
偶
然
の
機
會
を
得
た
。
こ
れ
に
よ
つ
て
始
め
て
革
命
完
成
の
安
心
と
明
治
政

府
の
基
礎
安
定
の
自
信
を
固
め
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。

　
瓦
解
し
た
幕
府
の
後
を
承
け
て
、
封
建
の
蕾
制
を
一
攣
す
る
に
は
、
魔
藩
置
縣
以
て
統
一
國
家
を
樹
立
し
、
中
央
集
椹
以
て
張
力
政
府
を
建
設

す
る
の
が
、
其
當
初
の
大
方
針
で
あ
つ
た
。
そ
れ
に
は
王
制
復
古
の
名
に
よ
つ
て
、
皇
室
を
中
心
と
す
る
民
心
統
合
の
策
に
出
る
の
が
、
當
時
に

あ
つ
て
最
も
適
切
で
又
最
も
智
略
あ
る
名
案
で
あ
つ
た
に
相
違
な
い
。
そ
こ
で
皇
室
を
以
て
イ
ヤ
が
上
に
も
崇
嚴
紳
聖
な
も
の
と
な
し
、
天
皇
紳

灌
の
絶
封
性
と
天
皇
親
政
の
凋
裁
性
を
最
高
調
に
極
言
し
て
、
こ
れ
こ
そ
我
國
本
然
の
國
髄
で
あ
る
と
し
て
、
明
治
政
府
は
國
民
思
想
の
統
一
と

指
導
に
、
大
に
力
を
垂
し
た
の
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
こ
の
政
策
は
結
局
大
に
成
功
し
た
。
欽
定
「
大
日
添
帝
國
憲
法
」
（
明
治
二
＋
二
年
一
。
。
。
。
o
）
と

　
　
　
明
治
史
に
於
け
る
政
璽
と
皇
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七



　
　
　
明
治
史
に
於
け
る
政
璽
と
皇
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

教
育
勅
語
（
明
治
二
士
一
皐
一
。
。
8
）
は
、
其
政
策
の
成
功
に
最
も
よ
く
役
立
つ
た
睨
治
政
府
の
こ
大
傑
作
で
あ
つ
た
。

　
そ
も
く
雷
「
大
日
本
帝
國
憲
法
」
は
明
治
天
皇
の
犬
御
心
を
以
て
國
民
に
下
さ
れ
た
所
謂
欽
定
憲
法
で
あ
る
。
明
治
十
四
年
の
政
攣
に
際
し
、

明
治
天
皇
は
同
年
十
月
十
一
日
の
大
詔
を
以
て
、
夙
に
欽
定
の
聖
旨
を
垂
示
さ
れ
た
。

　
「
（
前
略
）
將
に
明
治
二
十
三
年
を
期
し
、
議
員
を
召
し
國
會
を
開
き
、
以
て
股
が
初
志
を
成
さ
ん
と
す
。
今
在
廷
臣
僚
に
命
じ
、
假
す
に
時
日

　
を
以
て
し
、
経
叢
の
責
に
當
ら
し
む
。
其
組
織
擢
限
に
至
て
は
験
親
ら
衷
を
裁
し
、
時
に
及
ん
で
公
布
す
る
所
あ
ら
し
め
ん
と
す
。
（
後
略
）
」

　
こ
の
聖
旨
に
よ
り
伊
藤
博
文
は
憲
法
取
調
の
命
を
帯
ぴ
て
、
翌
十
五
年
三
月
、
ヨ
i
・
ッ
パ
諸
國
、
と
い
う
よ
り
も
特
に
ド
イ
ッ
及
び
オ
ー
ス

ト
リ
ヤ
に
派
遣
さ
れ
た
。
一
旦
憲
洪
制
定
、
國
會
開
設
の
こ
と
に
決
す
る
や
、
然
ら
ば
如
何
な
る
主
義
の
憲
法
を
採
用
す
べ
き
か
、
朝
野
の
聞
に

大
論
議
を
生
じ
た
の
で
あ
る
。
伊
藤
の
こ
の
洋
行
前
後
数
年
間
は
、
實
に
日
本
に
於
て
憲
法
論
の
最
も
盛
ん
に
論
孚
せ
ら
れ
た
時
代
で
あ
つ
て
、

中
に
も
日
本
國
主
椹
の
所
在
に
關
す
る
論
孚
が
、
凡
そ
三
派
に
別
れ
て
戦
わ
さ
れ
た
。
鄙
ち
後
藤
象
次
郎
、
板
垣
退
助
等
の
自
由
窯
に
よ
り
代
表

せ
ら
れ
る
も
の
は
、
主
灌
は
入
民
に
在
る
と
云
い
、
主
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
流
の
政
論
を
主
張
す
る
に
封
し
、
大
隈
重
信
及
び
三
田
派
よ
り
成
る
改

進
黛
は
、
國
命
主
灌
、
君
民
町
治
の
論
を
な
し
、
専
ら
イ
ギ
リ
ス
流
の
主
義
を
唱
え
た
。
し
か
る
に
是
等
爾
派
に
反
封
し
て
、
伊
藤
の
内
意
を
奉

じ
た
幅
地
源
一
郎
の
一
派
は
、
新
に
帝
政
煎
な
る
も
の
を
組
織
し
て
、
君
主
女
槽
の
論
を
彊
調
し
、
「
我
皇
國
の
主
僅
は
聖
天
子
の
稠
り
総
携
し

給
ふ
所
た
る
こ
と
勿
論
な
り
」
と
唱
道
し
た
。

　
伊
藤
は
十
六
年
末
露
朝
す
る
と
共
に
、
直
に
憲
法
の
起
草
に
着
手
し
た
。
し
か
し
洋
行
の
當
初
よ
り
彼
の
主
義
は
ド
イ
ツ
流
、
殊
に
プ
ロ
シ
ヤ

流
と
き
ま
つ
て
い
た
。
即
ち
主
棲
は
君
主
に
在
り
、
政
治
は
天
皇
親
裁
で
あ
る
と
云
う
の
で
あ
る
。
明
治
二
十
二
年
二
月
十
】
日
の
紀
元
節
を
以

て
穫
布
せ
ら
れ
た
「
大
日
本
帝
國
憲
法
」
は
、
正
に
其
通
り
に
制
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
爾
來
日
本
國
中
大
多
数
の
憲
法
註
繹
者
及
び
國
髄
論
者
等
が
、
天
皇
の
大
槽
、
地
位
及
び
奪
嚴
に
つ
い
て
論
く
所
を
綜
合
す
る
と
、
大
髄
こ
う

云
う
こ
と
に
な
る
。



　
（
一
）
　
「
大
日
本
帝
國
」
は
萬
世
一
系
の
天
皇
こ
れ
を
統
治
し
、
其
統
治
の
大
槽
は
天
皇
こ
れ
を
総
携
し
、
天
皇
凋
り
親
裁
し
給
う
。
故
に
天
皇

　
の
命
令
は
至
高
、
絶
封
で
あ
つ
て
、
人
民
は
絶
蜀
無
條
件
に
服
從
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
（
二
）
　
天
皇
の
意
思
は
即
ち
國
家
の
意
思
で
あ
つ
て
、
國
家
は
天
皇
に
ょ
つ
て
表
現
せ
ら
れ
、
天
皇
帥
國
家
で
あ
る
、
國
家
帥
天
皇
で
あ
る
。

故
に
日
本
國
の
人
民
は
天
皇
の
忠
良
な
る
臣
民
と
し
て
、
天
皇
に
忠
義
を
墨
す
こ
と
、
印
ち
國
を
愛
す
る
所
以
で
あ
り
、
國
に
報
す
る
所
以
で

　
あ
る
。
そ
こ
で
忠
君
即
愛
國
、
墨
忠
印
報
國
で
あ
る
。

　
（
三
）
　
天
皇
は
現
人
神
で
あ
つ
て
紳
聖
犯
す
べ
か
ら
す
。
「
蓋
シ
天
皇
ハ
天
縦
惟
神
至
聖
ニ
シ
テ
」
（
「
憲
法
義
解
」
）
人
民
は
た
℃
仰
い
で
御
稜
威

　
の
盛
ん
な
る
を
拝
し
奉
る
の
み
。
筍
も
其
尊
嚴
を
干
犯
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
す
。
天
皇
は
「
獅
不
敬
ヲ
以
テ
其
ノ
身
膿
ヲ
干
漬
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル

　
／
ミ
ナ
ラ
ズ
、
併
セ
テ
指
斥
言
議
ノ
外
二
在
ル
」
（
同
上
）
。
其
奪
嚴
を
冒
漬
し
、
其
紳
聖
を
干
犯
す
る
が
如
き
こ
と
あ
ら
ば
、
不
敬
の
罪
、
他

　
の
百
罪
よ
り
も
重
し
。

　
し
か
し
こ
れ
は
明
治
二
十
二
年
の
憲
法
に
よ
つ
て
始
め
て
き
ま
つ
た
こ
と
で
は
な
い
。
維
新
の
鴻
業
は
軍
王
の
大
義
を
掲
げ
て
行
わ
れ
た
も
の

で
あ
つ
て
、
尊
王
と
は
云
う
ま
で
も
な
く
王
政
復
古
の
こ
と
で
あ
る
。
王
政
復
古
と
は
明
治
天
皇
が
慶
感
三
年
（
お
零
）
十
二
月
九
日
漢
襲
の
「
王

政
復
古
の
大
號
令
」
に
、
「
諸
事
紳
武
創
業
の
始
」
に
復
麟
す
る
と
云
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
「
紳
武
創
業
の
始
」
に
復
蹄
す
る
と
は
、
天
皇

親
政
の
意
味
に
外
な
ら
な
い
。
後
年
の
憲
法
は
一
に
こ
の
「
大
號
令
」
の
大
方
針
に
從
つ
て
制
定
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
れ
は
た
愛
に

憲
法
ば
か
り
で
は
な
い
。
凡
そ
政
治
、
法
律
の
諸
制
度
、
教
育
、
道
徳
の
教
義
、
其
他
萬
般
の
丈
物
典
章
、
學
げ
て
こ
の
大
方
針
を
基
本
と
し
て

確
立
し
、
こ
れ
を
最
高
の
國
策
と
し
て
途
行
し
、
こ
れ
を
國
民
の
心
魂
に
徹
し
て
不
抜
不
動
の
精
紳
た
ら
し
め
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
明
治
政
府
新

政
の
基
礎
を
輩
固
に
築
き
上
げ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
政
策
は
結
局
大
に
成
功
し
た
。

二
　
明
治
政
府
の
邪
魔
物

明
治
史
に
於
け
る
政
争
と
皇
室

九



　
　
　
明
治
史
に
於
け
る
政
畢
と
皇
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
扇
O

　
と
こ
ろ
が
其
大
に
成
功
し
た
明
治
政
府
の
政
治
家
は
こ
れ
に
味
を
占
め
て
、
皇
室
の
威
光
を
自
家
の
政
椹
の
擁
護
も
し
く
は
政
策
の
僻
護
に
利

用
す
る
の
重
大
な
過
を
犯
す
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
皇
室
の
威
光
を
絶
封
な
も
の
と
し
、
人
民
の
服
從
を
絶
封
な
も
の
と
す
る
こ
と
に
よ
つ

て
、
自
家
の
政
治
上
の
失
敗
を
掩
い
、
若
し
く
は
失
敗
に
封
す
る
人
民
の
攻
撃
を
反
擾
す
る
爲
に
、
毎
度
皇
室
の
御
名
を
濫
用
し
て
、
所
謂
褒
龍

の
袖
に
陰
れ
、
責
任
を
遁
避
す
る
の
且
ハ
に
供
す
る
に
至
つ
た
無
数
の
事
例
は
、
奮
憲
法
治
下
五
十
飴
年
の
歴
史
に
歴
た
指
摘
す
る
こ
と
が
出
來
る
。

　
但
し
明
治
政
府
の
政
治
家
が
自
家
の
政
椹
を
守
る
便
宜
の
爲
に
、
皇
室
を
利
用
す
る
な
ど
云
う
陰
瞼
狡
檜
な
こ
と
を
、
最
初
か
ら
計
垂
し
て
、

そ
れ
で
皇
威
絶
封
の
欽
定
憲
法
を
作
つ
た
と
申
す
の
で
は
な
い
。
當
時
の
民
智
國
情
に
於
て
、
そ
れ
が
國
家
の
爲
に
最
善
の
方
策
だ
と
、
正
し
く

良
心
的
に
信
じ
た
か
ら
で
あ
る
に
相
違
な
い
。
し
か
る
に
其
方
策
の
實
行
が
弐
第
に
行
過
ぎ
て
、
途
に
内
外
國
政
の
上
に
天
皇
の
御
名
を
假
り
て

國
民
に
臨
み
、
國
民
の
口
を
絨
し
て
一
言
も
言
わ
し
め
す
、
俗
に
い
う
虎
の
威
を
假
る
專
断
政
治
の
端
を
開
く
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
專
断
政
治

を
行
う
も
の
に
取
つ
て
、
こ
れ
ほ
ど
便
利
の
手
段
は
な
い
。
聖
旨
と
あ
ら
ば
人
民
は
た
▽
命
こ
れ
從
う
て
、
必
謹
畏
服
す
る
の
外
は
な
い
か
ら
で

あ
る
。
元
來
如
何
な
る
形
膿
の
政
治
で
も
實
は
專
断
に
陥
り
易
い
も
の
で
あ
る
が
、
幕
府
專
断
政
治
の
直
き
後
を
承
け
た
明
治
府
が
特
に
そ
う
な

る
の
は
最
も
陥
り
易
い
過
で
あ
る
。
そ
こ
で
明
治
政
府
が
其
所
信
に
よ
つ
て
i
恐
ら
く
良
心
的
所
信
に
よ
つ
て
、
意
の
ま
～
に
政
治
を
行
わ
ん

と
す
る
に
當
り
、
こ
れ
に
鉗
す
る
邪
魔
物
の
存
在
を
簡
輩
に
片
付
け
る
に
は
、
畏
れ
な
が
ら
皇
威
を
利
用
す
る
の
が
、
最
有
効
の
便
法
と
な
る
の

で
あ
る
。

　
明
治
時
代
の
政
府
が
其
專
断
政
治
を
行
わ
ん
と
す
る
に
封
し
て
、
最
大
の
邪
魔
物
覗
し
た
も
の
は
、
國
會
に
嫁
る
政
窯
で
あ
つ
た
。
凡
そ
國
會
を

設
け
れ
ば
政
窯
は
必
然
の
産
物
で
あ
る
。
蓋
し
國
會
は
多
数
決
に
よ
つ
て
運
用
せ
ら
れ
る
制
度
で
あ
ψ
、
其
多
敬
を
占
め
る
爲
に
同
志
を
糾
合
し

て
團
膿
的
結
束
を
固
め
る
。
其
同
志
を
糾
合
結
束
し
た
團
膿
が
印
ち
政
黛
で
あ
る
。
故
に
一
旦
國
會
を
開
設
し
た
ら
政
黛
は
自
然
の
産
物
と
し
て

出
現
す
る
に
き
ま
つ
た
も
の
で
あ
る
。
更
に
政
府
が
其
政
策
を
行
う
に
、
國
會
多
数
派
の
支
持
を
得
な
け
れ
ば
、
何
事
も
不
如
意
、
不
可
能
で
あ
る

こ
と
も
ま
た
明
白
で
あ
る
。
國
會
を
無
覗
し
、
況
し
て
こ
れ
を
敵
覗
し
て
は
、
政
府
は
一
日
も
安
泰
た
る
こ
と
を
得
な
い
。
故
に
政
府
が
政
擢
を



維
持
し
安
心
し
て
其
地
位
に
留
ま
る
こ
と
が
出
來
る
の
は
、
一
に
國
會
（
こ
の
場
合
、
國
會
と
い
う
の
は
主
と
し
て
下
院
即
ち
衆
議
院
の
こ
と
で

あ
る
）
の
支
持
に
依
頼
す
る
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
國
會
の
支
持
に
依
頼
す
る
こ
と
が
出
來
る
其
期
間
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
專
断
政
府
に

取
つ
て
は
厄
介
千
萬
の
こ
と
で
あ
る
が
、
筍
く
も
國
會
を
開
設
す
る
以
上
、
そ
う
な
る
の
が
必
然
の
約
束
で
あ
つ
て
、
つ
ま
り
國
會
に
於
け
る
信

任
の
得
喪
に
よ
つ
て
、
時
の
政
府
が
進
退
を
決
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
る
の
が
、
豫
定
さ
れ
た
運
命
な
の
で
あ
る
。
國
會
に
於
て
信
任
を
喪
う

に
よ
つ
て
政
府
が
其
政
椹
か
ら
退
く
の
は
、
國
會
に
封
し
て
責
任
を
取
る
の
で
あ
つ
て
、
か
よ
う
な
償
行
の
政
治
が
即
ち
責
任
政
治
で
あ
る
。
政

府
は
常
に
國
會
に
封
し
て
責
任
を
取
つ
て
進
退
す
る
か
ら
、
政
椹
の
移
動
は
專
ら
國
會
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
國
會
政

治
（
ま
た
は
議
院
政
治
）
の
特
色
で
あ
る
。
し
か
も
國
會
に
於
け
る
信
任
の
得
喪
を
決
す
る
も
の
は
、
政
府
を
支
持
す
る
数
の
多
少
で
あ
る
。
其

敷
の
多
少
と
は
、
國
會
に
於
け
る
政
府
黛
の
勢
力
の
消
長
に
外
な
ら
な
い
。
即
ち
政
府
黛
の
勢
力
が
何
等
か
の
理
由
に
よ
つ
て
衰
退
す
る
に
至
つ

た
ら
、
そ
れ
ま
で
其
政
窯
の
支
持
を
以
て
存
立
し
た
政
府
は
、
其
場
合
、
國
會
の
信
任
を
喪
う
た
も
の
と
し
て
責
任
を
自
覚
し
、
當
然
反
劃
窯
に

政
櫃
を
護
る
か
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
國
會
を
解
散
し
て
直
接
に
國
民
の
判
断
に
訴
え
る
爲
に
総
選
學
を
行
う
か
、
い
す
れ
か
態
度
を
決
せ
ね
ば
な

ら
な
い
。
そ
し
て
其
総
選
奉
で
勝
つ
た
方
、
言
い
換
え
れ
ば
新
國
會
で
多
藪
を
占
め
た
政
黛
に
政
槽
は
蹄
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
政
樺
の
移

動
は
國
會
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
の
國
會
政
治
は
、
其
實
は
政
黛
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
る
政
治
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
國
會
政
治

は
必
然
に
政
窯
政
治
（
ま
た
は
政
黛
内
閣
政
治
）
で
あ
る
。
一
旦
國
會
を
開
い
た
か
ら
に
は
、
政
治
は
責
任
政
治
と
な
り
、
國
會
政
治
と
な
り
、

政
窯
政
治
と
な
つ
て
行
く
の
が
、
イ
ヤ
で
も
必
至
自
然
の
道
理
で
あ
る
。
既
に
國
會
を
設
け
な
が
ら
、
政
煎
を
無
硯
し
た
り
、
敵
覗
し
て
、
依
然

專
断
政
治
を
固
守
せ
ん
と
し
た
庭
で
、
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
話
で
あ
る
。

　
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
に
拘
わ
ら
す
明
治
の
薩
長
藩
閥
政
府
は
こ
の
必
至
自
然
の
道
理
を
無
覗
し
て
、
最
初
か
ら
全
然
政
蕪
を
否
認
し
て
か
N
つ

た
。
そ
ん
な
も
の
は
相
手
と
し
な
い
と
云
う
の
で
あ
る
。
國
會
の
開
設
を
眼
前
に
し
て
、
大
謄
に
も
こ
れ
を
公
言
し
て
揮
か
ら
な
か
つ
た
。
明
治

二
十
二
年
（
一
。
。
。
。
。
）
二
月
十
二
日
、
そ
れ
は
憲
法
獲
布
の
翌
日
で
あ
つ
た
が
、
時
の
総
理
大
臣
黒
田
清
隆
は
地
方
長
官
召
集
の
席
上
で
｝
場
の
訓
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示
を
垂
れ
た
。
其
訓
示
の
一
節
に

　
π
、
恵
法
は
敢
て
臣
民
の
一
餅
を
容
る
x
所
に
非
ざ
る
は
勿
論
な
り
。
唯
だ
施
政
上
の
意
見
は
人
六
其
虞
論
を
異
に
し
、
其
合
同
す
る
者
相
投
じ

　
て
團
結
を
な
し
、
所
謂
政
窯
な
る
者
の
肚
會
に
存
立
す
る
は
亦
情
勢
の
冤
れ
ざ
る
所
な
り
。
然
れ
ど
も
政
府
は
常
に
一
定
の
方
向
を
取
り
、
超

　
然
と
し
て
政
煎
の
外
に
立
ち
、
至
上
の
道
に
居
ら
ざ
る
可
か
ら
す
。
各
員
宜
く
意
を
此
に
留
め
、
不
偏
不
黛
の
心
を
以
て
人
民
に
臨
み
、
撫
駅

　
宜
し
き
を
得
、
以
て
國
家
隆
盛
の
治
を
助
け
ん
こ
と
を
勉
む
べ
き
な
り
」

と
宣
言
し
た
其
「
超
然
と
し
て
政
黛
の
外
に
立
ち
」
と
の
一
言
こ
そ
、
世
に
超
然
主
義
と
て
、
爾
來
多
年
明
治
政
府
が
政
黛
に
蜀
し
て
取
つ
た
態

度
で
あ
つ
た
。
若
し
夫
れ
「
不
偏
不
黛
の
心
を
以
て
人
民
に
臨
み
、
撫
駁
宜
し
き
を
得
」
と
い
う
に
至
つ
て
は
、
明
治
政
府
の
眼
中
、
國
民
は
依

然
た
る
幕
府
治
下
の
土
民
で
し
か
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

三
天
皇
大
権
論

　
し
か
ら
ば
政
府
は
何
を
侍
ん
で
國
會
の
政
黛
を
無
覗
し
、
所
謂
超
然
主
義
が
政
治
の
實
際
に
行
わ
れ
得
る
も
の
と
信
じ
た
の
で
あ
る
か
。
其
依

つ
て
以
て
侍
む
所
は
帥
ち
例
の
天
皇
大
灌
論
と
天
皇
親
政
論
で
あ
つ
た
。
明
治
政
府
は
其
擁
す
る
所
の
政
棲
を
國
會
の
政
黛
に
封
し
て
守
る
の
武

器
と
し
て
、
い
つ
で
も
皇
室
の
威
光
を
利
用
し
、
こ
れ
に
ょ
つ
て
一
切
の
邪
魔
物
を
撃
退
せ
し
め
得
る
も
の
と
信
じ
た
の
で
あ
る
。
。
橿
密
院
議
長

伊
藤
博
丈
は
憲
法
起
草
者
た
る
の
故
を
以
て
、
憲
法
獲
布
の
激
日
後
（
二
月
＋
五
日
）
自
ら
全
國
府
縣
會
議
長
及
び
議
員
の
集
會
に
臨
み
、
超
然
主

義
の
憲
法
論
を
堂
女
と
講
繹
し
た
。
徹
頭
徹
尾
天
皇
の
御
名
を
引
合
い
に
出
し
て
、
我
政
膿
に
於
て
は
宰
相
の
進
退
】
に
勅
裁
に
出
で
、
其
適
不

適
は
陛
下
親
ら
裁
鞭
し
給
う
所
な
れ
ば
、
政
裳
を
以
て
内
閣
を
組
織
す
る
議
會
政
治
を
望
む
が
如
き
は
、
最
も
危
険
の
事
だ
と
力
論
し
た
の
で
あ

る
。
帥
ち
伊
藤
の
講
縄
に
曰
く

　
「
天
皇
は
全
國
を
統
治
し
、
宰
相
は
天
皇
の
天
職
を
行
ふ
を
輔
弼
す
。
其
輔
弼
の
任
に
至
て
は
．
一
定
の
分
義
な
か
る
べ
が
ら
す
。
’
蓋
し
君
主
は



臣
民
の
上
に
位
し
、
各
政
黛
の
外
忙
立
つ
も
の
な
り
。
故
に
一
黛
を
利
し
他
黛
を
害
ふ
の
政
を
な
す
こ
と
な
く
、
常
に
不
偏
不
黛
の
地
位
を
保

た
ざ
る
べ
か
ら
す
。
政
府
を
し
て
常
に
政
黛
の
左
右
す
る
所
な
ら
し
む
る
が
如
き
は
極
め
て
危
瞼
な
り
。
（
中
略
）
畢
寛
窯
派
は
民
間
に
在
り
て

は
止
む
を
得
ざ
る
結
果
な
り
と
錐
も
、
之
を
以
て
政
府
に
ま
で
及
ぼ
す
億
難
事
な
り
と
思
考
せ
ざ
る
を
得
す
。
將
來
の
大
勢
は
能
く
一
人
の
抑

制
し
、
叉
は
作
爲
し
得
べ
き
事
に
あ
ら
ざ
る
を
以
て
、
容
易
に
確
言
す
る
を
得
す
と
難
も
、
憲
法
の
規
定
す
る
所
を
案
じ
、
議
會
の
前
途
を
考

ふ
る
と
き
は
、
我
天
皇
陛
下
九
五
の
位
を
践
み
て
大
政
を
統
治
し
給
ふ
と
云
ふ
に
在
り
。
欧
洲
一
種
の
學
者
中
に
は
、
王
は
｝
國
を
統
ぶ
る
も

之
を
沿
せ
す
と
唱
ふ
る
者
あ
り
。
英
國
の
政
膿
は
印
是
な
り
の
我
日
本
の
政
膿
に
於
て
は
、
天
皇
は
一
切
の
國
穰
を
総
携
し
て
此
國
を
統
治
し

給
ふ
を
以
て
、
宰
相
の
進
退
一
に
勅
裁
に
出
で
ざ
る
べ
か
ら
す
。
素
よ
り
衆
望
に
協
ふ
と
否
ら
ざ
る
と
、
又
能
不
能
と
の
如
き
も
、
陛
下
親
ら

裁
堕
し
給
ふ
所
な
り
。
而
し
て
宰
相
は
一
國
の
責
任
を
帯
び
、
國
家
の
安
危
を
捲
ふ
に
堪
ふ
る
の
材
能
を
學
用
せ
ら
る
べ
き
は
、
亦
論
を
待
た

ざ
る
な
り
。
今
後
議
會
を
開
き
、
政
事
を
公
議
輿
論
に
間
は
ん
と
す
る
に
當
り
、
遽
に
議
會
政
治
即
ち
政
窯
を
以
て
内
閣
を
組
織
せ
ん
と
望
む

　
が
如
き
は
、
最
も
危
瞼
の
事
た
る
を
冤
れ
す
云
女
」

同
年
十
二
月
に
山
縣
内
闇
が
成
立
し
た
。
総
理
大
臣
山
縣
有
朋
は
地
方
官
に
訓
令
を
稜
し
て
、
重
ね
て
超
然
主
義
を
號
令
し
た
。

　
「
今
蝕
に
最
も
注
意
を
要
す
る
所
の
者
は
、
此
の
時
に
當
り
各
位
は
宜
し
く
屹
然
と
し
て
中
流
の
砥
柱
た
る
べ
き
の
み
な
ら
す
、
亦
宜
し
ぐ
人

　
民
の
爲
め
に
適
當
の
標
準
を
示
し
、
其
偏
頗
を
抑
へ
向
ふ
所
を
謬
ら
ざ
ら
し
む
る
ご
と
を
勉
め
ざ
る
べ
か
ら
す
。
要
す
る
に
行
政
椹
は
至
尊
の

　
大
樺
な
り
。
其
執
行
の
任
に
當
る
者
は
宜
し
く
各
種
政
蕪
の
外
に
立
ち
、
引
援
附
比
の
習
を
去
り
、
專
ら
公
正
の
方
向
を
取
り
、
以
て
職
任
の

　
重
に
封
ふ
べ
き
な
り
」
と
。

　
「
政
窯
の
外
に
立
ち
云
六
」
の
一
句
は
、
政
府
の
訓
令
訓
示
の
中
に
必
す
出
て
來
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
は
ま
た
必
す
天
皇
の
名
が
利
用
さ
れ

る
。
こ
N
に
も
「
至
尊
の
大
棲
」
を
持
出
し
て
、
配
下
の
知
事
に
政
窯
排
斥
を
命
令
し
た
の
で
あ
る
。

　
蓋
し
明
治
十
四
年
（
品
。
。
一
）
の
政
攣
以
後
内
政
府
は
更
に
手
段
を
苛
烈
に
し
て
政
蕪
を
弾
墜
し
、
明
治
二
十
年
（
一
。
。
。
。
刈
）
の
末
、
暴
戻
き
わ
ま
る
一
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史
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四

保
安
條
例
を
震
し
て
、
ク
ー
デ
タ
ア
を
断
行
す
る
に
至
つ
て
官
民
の
衝
突
は
其
極
に
達
し
た
。
國
會
い
よ
く
開
か
る
』
や
、
民
黛
諸
派
の
藩
閥

政
府
に
封
す
る
宿
憤
ば
恰
も
堤
を
決
す
る
如
き
猛
勢
を
以
て
破
裂
し
、
殆
ど
事
毎
に
政
府
に
敵
蜀
し
た
の
は
、
、
政
黛
の
方
も
極
端
で
あ
つ
た
に
は

相
遠
な
い
が
、
し
か
し
こ
れ
は
政
府
が
最
初
か
ら
政
煎
を
敵
硯
し
て
、
た
貸
弾
歴
、
の
一
方
で
迫
害
し
た
こ
と
に
、
反
抗
の
勢
を
激
成
し
た
主
因
が

あ
る
。
故
に
國
會
は
毎
會
期
、
政
府
と
政
黛
の
正
面
衝
突
の
績
演
で
あ
つ
て
、
其
衝
突
の
都
度
、
政
府
は
慣
用
の
天
皇
大
槽
論
を
以
て
、
政
黛
の

攻
撃
を
鎭
墜
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
～
に
は
其
實
例
の
二
一
を
墾
げ
た
に
過
ぎ
な
い
。

四
　
伊
藤
博
文
の
功
罪
（
上
）

　
明
治
二
十
五
年
（
お
旨
）
二
月
松
方
内
閣
は
、
其
前
年
十
二
月
懲
罰
的
も
し
く
は
復
讐
的
に
解
散
し
た
衆
議
院
の
絡
選
暴
に
、
大
謄
に
も
懲
、
　
察

力
を
以
て
大
干
渉
を
行
い
、
全
國
到
る
虞
に
流
血
の
滲
事
を
見
る
に
至
る
ぼ
ど
の
大
蟹
勇
を
振
う
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
五
月
第
三
議
會
の
開
か

れ
る
に
於
て
、
衆
議
院
は
値
に
政
府
に
封
し
、
選
畢
干
渉
に
封
す
る
問
責
決
議
案
を
多
数
を
以
て
可
決
し
た
。
其
討
論
に
於
て
松
方
首
相
が
吐
い

た
廣
言
に
至
つ
て
は
、
い
よ
く
沙
汰
の
限
り
で
あ
つ
た
。
「
た
と
え
本
案
が
可
決
せ
ら
れ
て
も
、
我
帝
國
六
務
大
臣
は
此
の
如
き
片
六
牝
る
決
議

に
よ
つ
て
輕
女
し
く
進
退
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
」
と
て
、
忽
ち
停
會
を
命
じ
た
。
更
に
再
開
の
衆
議
院
に
於
て
停
會
の
理
由
を
質
問
す
る
も
の

に
劃
し
、
「
停
會
は
天
皇
の
大
灌
で
あ
つ
て
、
理
由
を
論
明
す
る
の
限
り
で
な
い
」
と
突
つ
ぱ
ね
た
。
こ
れ
は
其
後
も
明
治
政
府
が
し
ば
く
用
い

た
手
で
あ
つ
た
が
、
解
散
も
停
會
も
す
べ
て
時
の
内
閣
が
奏
請
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
答
辮
に
窮
す
る
や
、
い
つ
も
こ
の
手
で
責
任
を
の

が
れ
、
其
責
任
を
陛
下
に
嫁
す
る
に
至
る
の
結
果
を
、
少
し
も
畏
れ
な
か
つ
た
。

　
藩
閥
政
府
に
鉗
す
る
國
會
の
攻
勢
を
挫
く
爲
に
、
國
會
の
討
論
に
天
皇
の
聖
旨
を
云
女
し
、
更
に
勅
語
の
降
下
を
奏
請
し
て
、
反
封
黛
を
し
て

言
う
所
な
か
ら
し
め
る
陰
険
な
手
段
を
、
誰
よ
り
も
最
も
頻
繁
に
行
う
た
も
の
は
實
に
伊
藤
博
丈
で
あ
つ
た
。

　
明
治
二
十
六
年
（
一
。
。
綿
）
春
、
衆
議
院
は
伊
藤
内
閣
の
豫
算
案
か
ら
製
艦
費
そ
の
他
を
創
除
し
た
こ
乏
か
ら
、
大
に
政
府
と
衝
突
し
、
民
黛
各



派
は
一
致
し
て
内
閣
弾
劾
上
奏
案
を
提
出
し
た
。
伊
藤
総
理
大
臣
は
ご
の
上
奏
案
の
丈
中
に
、
「
議
會
創
開
以
來
、
立
法
行
政
の
爾
部
常
に
協
和
を

失
ふ
」
と
あ
る
の
を
捉
ら
え
、
そ
ん
な
こ
と
を
云
つ
た
ら

　
「
又
一
の
不
都
合
な
る
こ
と
が
出
來
ま
す
。
そ
れ
は
何
で
あ
る
か
。
第
二
議
會
の
開
會
の
初
に
當
つ
て
、
貴
衆
爾
院
の
議
員
全
髄
に
封
し
て
、

　
天
皇
陛
下
は
親
し
く
勅
語
を
下
し
て
、
何
と
仰
せ
ら
れ
て
あ
り
ま
す
か
。
『
此
光
輝
あ
る
憲
法
の
進
行
を
誤
ら
ざ
る
こ
と
を
嘉
す
』
と
云
う
の
勅

　
語
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
か
。
是
は
二
十
三
年
以
來
－
憲
法
施
行
以
來
の
結
果
に
就
い
一
て
、
諸
君
を
稽
揚
せ
ら
れ
た
所
の
勅
語
で
あ
り
ま
す
ぞ
。

　
そ
れ
を
抹
殺
し
て
、
議
會
創
開
以
來
行
政
立
法
の
爾
部
は
常
に
調
和
を
失
ふ
と
言
ふ
て
仕
舞
ふ
こ
と
は
、
事
實
と
蓮
ひ
は
致
し
ま
せ
ぬ
か
と
云

　
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
す
云
六
」

と
勅
語
を
取
つ
て
逆
襲
に
出
で
、
更
に

　
「
併
し
行
政
の
事
は
諸
君
の
命
令
の
下
に
悉
く
服
從
す
る
と
云
ふ
こ
と
は
出
來
ま
せ
ぬ
。
是
は
主
椹
に
直
属
し
て
居
る
所
の
事
務
で
あ
り
ま
す

　
る
。
故
に
我
六
が
再
閣
の
責
任
に
當
つ
て
一
の
改
正
を
行
は
ん
と
欲
し
ま
し
て
も
が
、
十
分
な
る
思
慮
を
費
し
て
計
叢
を
備
へ
、
然
し
て
至
尊

　
裁
可
の
下
に
で
な
け
れ
ぱ
行
は
れ
ぬ
こ
と
で
あ
り
ま
す
云
六
」

と
聲
を
働
げ
ま
し
て
上
奏
案
を
反
撃
し
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
も
上
奏
案
は
可
決
せ
ら
れ
、
衆
議
院
議
長
は
参
内
し
て
上
奏
丈
を
奉
呈
し
た
。
そ

れ
は
二
月
八
日
の
こ
と
で
あ
る
。

　
す
る
と
一
日
お
い
て
十
日
、
明
治
天
皇
は
國
務
各
大
臣
、
椹
密
顧
問
官
、
及
び
貴
衆
爾
院
議
長
を
宮
中
に
召
さ
れ
、
「
在
廷
の
臣
僚
及
帝
國
議

會
の
各
員
に
告
ぐ
」
と
て
、
親
し
く
勅
語
を
賜
う
た
の
で
あ
る
。

　
其
勅
語
の
大
要
は
「
古
者
皇
組
、
國
を
肇
む
る
の
初
に
當
り
、
六
合
を
粟
ね
八
紘
を
掩
ふ
の
詔
あ
り
。
験
既
に
大
椹
を
総
撹
し
…
…
爾
來
二
十

有
蝕
年
、
百
撲
の
施
設
、
一
に
皆
組
宗
の
遠
猷
に
率
由
し
、
以
て
臣
民
の
康
藺
を
檜
し
、
國
家
の
隆
昌
を
圖
ら
む
と
す
る
に
外
な
ら
す
…
…
今
の

時
に
當
り
紛
孚
日
を
鵬
く
し
、
途
に
大
計
を
遺
れ
、
以
て
國
運
進
張
の
機
を
誤
る
が
如
き
こ
と
あ
ら
ば
、
験
が
租
宗
の
威
重
に
奉
蜀
す
る
の
志
に

　
　
　
明
治
史
に
於
け
る
政
雫
と
皇
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五



　
　
　
明
治
史
に
於
け
る
政
璽
と
皇
室
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非
す
、
叉
立
憲
の
美
果
を
牧
む
る
の
道
に
非
ざ
る
な
り
」
。
就
い
て
は
衆
議
院
が
反
封
す
る
製
艦
費
の
補
足
の
爲
に
、
「
股
妓
に
内
廷
の
費
を
省
き
、

六
年
の
間
、
毎
歳
三
十
萬
圓
を
下
附
し
、
又
文
武
の
官
僚
に
命
じ
、
特
別
の
情
状
あ
る
者
を
除
く
外
、
同
年
間
其
の
俸
給
十
分
一
を
納
れ
」
し
め

る
。
「
朕
は
閣
臣
と
議
會
と
に
僑
り
立
憲
の
機
關
と
し
、
其
各
六
樺
域
を
愼
み
、
和
協
の
道
に
由
り
、
以
て
験
が
大
事
を
輔
翼
し
、
有
絡
の
美
を

成
さ
む
こ
と
を
望
む
」
と
の
聖
旨
で
あ
つ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
勅
語
に
よ
つ
て
反
封
を
抑
え
ん
と
す
る
伊
藤
の
窮
策
で
あ
つ
た
が
、
さ
す
が
に

民
黛
も
勅
語
に
向
つ
て
は
一
言
な
く
、
衆
議
院
は
速
に
聖
旨
を
奉
膿
す
る
の
奉
答
丈
を
議
決
し
て
關
下
に
奉
呈
し
、
始
め
て
事
態
を
窮
通
し
た
の

で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
同
年
暮
に
至
つ
て
、
衆
議
院
は
又
も
や
政
府
と
衝
突
し
た
。
今
度
は
農
商
務
大
臣
と
次
官
の
取
引
所
問
題
に
關
す
る
醜
聞
を
材
料
と

し
た
も
の
で
あ
つ
た
。
十
二
月
四
日
、
官
紀
振
粛
上
奏
案
の
決
議
が
そ
れ
で
あ
る
。
伊
藤
総
理
大
臣
は
翌
五
日
ひ
そ
か
に
参
内
し
て
、
「
聖
慮
を
螢
す

る
此
に
至
る
。
誠
に
恐
催
の
至
り
に
堪
へ
す
。
厳
に
謹
で
責
を
引
き
、
仰
で
震
断
を
待
つ
」
と
上
書
し
、
明
治
天
皇
に
進
退
伺
を
立
て
た
の
で
あ
る
。

　
衆
議
院
の
反
封
窯
は
そ
ん
な
こ
と
と
は
知
ら
す
、
政
府
が
右
の
決
議
に
も
拘
わ
ら
す
、
何
等
庭
決
す
る
模
様
が
な
い
の
を
責
め
て
、
十
八
日
、

そ
の
虞
決
を
促
が
す
決
議
案
を
提
出
可
決
し
た
の
で
あ
る
。
其
日
伊
藤
が
議
場
に
現
わ
れ
て
爲
し
た
演
論
こ
そ
は
、
こ
れ
ま
で
の
も
の
に
一
暦
の

輪
を
か
け
て
、
い
よ
く
露
骨
に
天
皇
を
政
孚
の
具
に
利
用
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。
彼
は
壇
上
で
進
退
伺
の
上
書
を
朗
讃
し
た
後
、

　
「
斯
の
如
く
の
上
奏
を
致
し
て
、
今
日
迄
展
断
を
待
ち
奉
て
居
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
諸
君
は
我
等
を
被
告
と
し
て
、
即
ち
天
皇
の
震
噺
を
仰

　
ぎ
奉
て
置
き
な
が
ら
、
震
断
の
未
だ
下
ら
ざ
る
に
當
て
催
促
を
な
さ
る
の
で
あ
り
ま
す
か
。
如
何
で
ご
ざ
い
ま
す
る
か
。
勿
論
我
等
｝
身
の
爲

　
に
圖
れ
ば
、
進
退
去
就
は
風
塵
の
如
く
で
あ
る
。
然
れ
ど
も
國
家
の
重
責
を
負
て
一
日
も
此
安
危
に
關
係
す
る
所
の
地
位
を
室
ふ
す
る
こ
と
は

　
出
來
な
い
。
叉
此
日
本
の
政
府
は
主
樫
、
天
皇
に
在
る
政
府
で
あ
る
以
上
は
、
諸
君
の
注
文
に
依
て
進
退
す
べ
き
に
あ
ら
す
し
て
、
去
就
一
に

　
天
皇
の
農
断
に
依
ら
ざ
る
を
得
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
。
故
に
仰
て
震
噺
を
待
て
居
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
未
だ
震
断
の
命
を
賜
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

　
進
止
素
よ
り
命
に
從
ふ
積
で
あ
る
。
飴
り
輕
躁
な
御
催
促
で
は
な
い
か
。
早
く
退
け
と
仰
し
や
る
か
。
諸
君
の
命
令
に
從
て
退
け
と
仰
し
や
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ



　
の
で
す
か
。
そ
れ
は
あ
な
た
の
御
議
論
は
此
議
院
に
大
臣
を
進
退
す
る
主
灌
あ
り
と
御
主
張
な
さ
る
か
。
是
に
就
て
印
ち
我
等
は
斯
の
如
く
臣

　
子
相
當
の
分
を
甕
し
て
居
る
と
云
ふ
こ
と
を
、
諸
君
の
前
に
一
言
述
べ
て
置
き
ま
す
」

　
そ
れ
か
ら
政
府
は
議
會
に
停
會
を
命
す
る
こ
と
引
績
き
二
同
に
及
び
、
途
に
最
後
に
衆
議
院
を
解
散
す
る
に
。
至
つ
た
の
で
あ
る
。
明
治
天
皇
は

内
閣
に
勅
語
を
賜
わ
り
、
「
國
務
大
臣
の
進
退
に
至
て
は
、
一
に
験
が
心
衷
に
存
す
。
素
よ
り
外
間
の
容
蕨
を
許
さ
す
」
と
て
、
伊
藤
等
閣
臣
の
職

に
留
ま
る
べ
き
を
論
さ
れ
た
。
お
蔭
で
彼
等
は
一
時
助
か
っ
た
。

　
こ
の
解
散
後
の
次
ぎ
の
議
會
が
、
明
治
二
十
七
年
（
鵠
漣
）
五
月
十
五
甘
を
以
て
開
か
れ
た
其
翌
十
六
日
、
伊
藤
総
理
は
衆
議
院
に
臨
ん
で
前

日
解
散
の
理
由
を
演
読
し
た
。
其
演
論
の
最
後
に
、
彼
は
「
諸
君
に
重
ね
て
請
求
致
し
ま
す
が
、
叉
再
び
政
府
が
最
絡
の
聖
断
を
仰
が
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
と
云
ふ
様
な
こ
と
は
、
ど
う
か
此
議
會
を
し
て
至
ら
し
め
ぬ
様
に
願
ふ
」
と
、
暗
に
再
解
散
を
以
て
反
蜀
派
を
威
嚇
し
た
の
で
あ
る
。

　
右
の
解
散
は
貴
族
院
に
於
て
す
ら
こ
れ
を
非
立
憲
と
し
て
攻
撃
す
る
の
聲
大
に
揚
り
、
解
散
の
理
由
に
つ
い
て
の
質
問
書
が
提
出
さ
れ
た
。
こ

れ
に
封
し
伊
藤
首
相
は
非
常
な
劔
幕
で
逆
襲
的
態
度
に
出
た
。
相
攣
ら
す
の
天
皇
利
用
の
辮
で
あ
つ
た
が
、
憲
法
の
本
家
本
許
た
る
乃
公
広
向
い
、

議
會
解
散
の
憲
法
論
な
ぞ
を
以
て
抗
孚
せ
ん
と
す
る
が
如
き
、
片
腹
い
た
い
沙
汰
と
い
わ
ん
ば
か
り
の
傲
慢
さ
で
、
傍
若
無
人
の
廣
言
を
吐
い
た

の
で
あ
る
。

　
「
解
散
の
理
由
と
云
ふ
も
の
を
明
言
し
な
け
れ
ば
、
憲
法
的
の
動
作
に
適
は
ぬ
と
か
、
或
は
政
府
に
其
責
任
を
冤
れ
ぬ
と
云
ふ
が
如
き
こ
と
で

　
あ
る
が
、
決
し
て
左
様
な
も
の
で
は
な
い
。
若
し
あ
る
と
す
る
な
れ
ば
其
理
由
を
謹
ん
で
教
を
受
け
ん
と
欲
す
る
所
で
あ
る
。
解
散
の
奏
請
を

　
す
る
か
、
－
印
ち
自
己
の
進
退
を
す
る
か
と
云
ふ
問
題
で
あ
る
。
憲
法
に
は
何
と
書
い
て
あ
る
。
憲
法
に
は
解
散
は
閣
臣
が
自
由
に
す
べ
き
と
は

　
書
い
て
な
い
の
で
あ
る
。
夫
と
同
時
に
内
閣
大
臣
の
進
退
は
自
己
の
勝
手
に
は
出
來
ぬ
。
上
命
に
依
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
勝
手
に
は
出

　
來
ぬ
の
で
あ
る
…
…
勿
論
大
棲
の
獲
動
に
依
つ
て
如
何
様
な
こ
と
も
表
れ
て
來
や
う
と
思
ふ
。
政
治
上
に
於
て
は
霊
く
政
府
は
無
論
責
任
を
取

　
る
積
り
で
あ
る
。
或
は
褒
龍
の
下
に
謄
れ
る
と
か
何
と
か
、
世
上
の
枇
評
を
受
け
る
け
れ
ど
も
、
左
様
な
る
卑
劣
な
る
内
閣
で
は
な
い
。
叉
此

　
　
　
朋
治
史
に
於
け
る
政
争
と
皇
室
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明
治
史
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政
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と
皇
室
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理
由
に
附
い
て
明
言
し
な
く
ち
や
な
ら
ぬ
と
云
ふ
こ
と
は
、
未
だ
之
を
憲
法
に
於
て
、
本
大
臣
は
ど
の
條
に
於
て
斯
の
如
き
義
務
が
あ
る
か
と

　
云
ふ
こ
と
を
見
な
い
の
で
あ
る
。
理
由
を
言
は
う
が
言
う
ま
い
が
政
府
の
自
由
で
あ
る
…
…
叉
議
會
を
解
散
す
る
と
云
ふ
こ
と
に
附
い
て
理
由

　
を
明
言
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
云
ふ
こ
と
は
、
何
れ
の
邦
の
憲
法
政
治
が
行
は
れ
て
居
る
所
に
於
て
も
、
左
様
な
る
動
作
が
あ
る
か
。
教
を
請

　
ぴ
た
い
。
解
散
の
理
由
を
明
言
せ
ぬ
と
か
、
し
な
く
ち
や
な
ら
ぬ
と
か
、
是
は
印
ち
内
閣
が
至
尊
に
伺
ふ
こ
と
で
あ
つ
て
、
世
上
に
向
つ
て
決

　
し
て
そ
ん
な
事
を
公
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
こ
と
は
、
憲
法
の
上
に
於
て
義
務
を
負
ふ
て
居
る
と
は
私
は
見
な
い
：
－
－
是
を
以
て
御
了

　
解
に
な
ら
ん
こ
と
を
望
む
。
倫
ほ
御
異
存
が
あ
る
な
ら
ば
、
夫
れ
は
如
何
や
う
に
も
な
さ
る
が
宜
し
い
。
政
府
は
徹
頭
徹
尾
是
に
附
て
責
任
を

　
執
て
居
る
の
で
ご
ざ
り
ま
す
か
ら
、
決
し
て
褒
寵
の
下
に
陰
れ
ぬ
け
れ
ば
、
そ
ん
な
詰
ら
ぬ
政
府
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
」

　
以
上
の
事
實
を
以
て
見
て
も
、
初
期
の
議
禽
は
政
府
と
民
数
の
衝
突
の
蓮
績
で
あ
つ
て
、
政
府
は
其
都
度
衆
議
院
に
封
す
る
に
解
散
の
非
常
手

段
を
以
て
臨
み
、
明
治
二
十
三
年
（
一
。
。
8
）
十
一
月
始
め
て
第
一
議
會
が
召
集
せ
ら
れ
て
か
ら
、
第
二
議
會
が
二
十
四
年
篇
。
。
曽
）
十
二
月
に
、
第

五
議
會
が
二
十
六
年
（
一
。
。
鵠
）
に
、
第
六
議
會
が
二
十
七
年
（
一
。
。
り
隣
）
六
月
と
、
僅
に
三
年
牛
の
間
に
三
同
も
解
散
せ
ら
れ
た
。
其
解
散
を
政
府
は

毎
度
震
断
に
帰
し
て
、
解
散
の
理
由
を
問
う
も
の
が
あ
れ
ば
、
政
府
は
こ
れ
に
答
え
う
の
責
任
は
な
く
、
一
に
聖
慮
に
よ
る
も
の
と
し
て
反
間
を

封
じ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
荷
窮
す
る
や
忽
ち
宮
中
に
走
つ
て
勅
語
を
請
い
、
其
御
威
光
を
假
り
て
歯
向
う
も
の
を
沈
黙
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
伊
藤
の
政
治
的
慣
用
手
段
で
あ
つ
た
。
他
の
黙
に
於
て
伊
藤
は
政
治
家
と
し
て
最
も
多
く
の
長
所
を
有
し
、
明
治
最
大
の
功
臣
と
し
て
同

時、

代
の
誰
よ
り
も
優
れ
た
偉
大
の
入
物
で
あ
つ
た
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
は
な
い
け
れ
ど
、
彼
が
し
ば
く
皇
室
を
政
孚
に
利
用
し
た
悪
例
は
、

後
代
い
よ
い
よ
悪
用
さ
れ
て
、
途
に
天
皇
の
御
名
に
よ
つ
て
無
謀
の
職
争
を
計
霊
し
、
天
皇
の
御
名
に
よ
つ
て
こ
れ
を
彊
行
す
る
も
の
が
現
わ
れ

る
に
至
つ
て
も
、
國
民
は
如
何
と
も
す
る
こ
と
が
出
來
す
、
其
結
果
、
大
日
本
帝
國
は
こ
X
に
敗
滅
し
、
天
皇
は
主
棲
の
座
か
ら
退
き
給
う
ほ
ど

の
國
膿
｝
攣
の
大
革
命
を
現
出
す
る
に
及
ん
だ
其
由
來
を
尋
ぬ
れ
ば
、
一
に
政
治
に
皇
室
を
利
用
し
過
ぎ
た
明
治
以
來
の
政
府
及
び
政
治
家
の
過

に
護
す
る
も
の
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
。



　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
伊
藤
博
文
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功
罪
（
下
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賜
治
二
十
七
、
八
年
（
一
。
。
漣
－
一
。
。
。
㎝
）
の
日
清
戦
孚
の
間
は
、
奉
國
一
致
の
態
勢
を
以
て
外
敵
に
當
つ
た
の
で
、
國
内
の
政
孚
は
｝
時
中
止
せ
ら

れ
、
戦
後
も
政
府
と
政
窯
と
の
間
に
妥
協
が
試
み
ら
れ
、
例
え
ば
二
十
九
年
（
一
。
。
霧
）
四
月
、
伊
藤
内
闇
に
自
由
窯
の
首
領
板
垣
退
助
が
内
務
大

臣
と
し
て
入
閣
し
た
り
、
同
年
九
月
に
は
松
方
内
閣
に
進
歩
窯
の
首
領
大
隈
重
信
が
外
務
大
臣
と
し
て
入
閣
し
た
り
し
て
、
二
三
年
の
間
は
小
康

を
得
た
。
政
孚
が
な
け
れ
ば
錦
旗
を
か
つ
ぎ
出
す
必
要
も
た
い
課
で
あ
る
。
し
か
し
其
必
要
が
な
い
こ
と
に
な
つ
た
の
は
、
曾
て
政
府
は
「
超
然

と
し
て
政
煎
の
外
に
立
つ
」
と
云
つ
た
其
所
謂
超
然
主
義
が
途
に
維
持
す
る
こ
と
を
得
な
く
な
り
、
政
窯
を
無
覗
し
て
は
到
底
政
情
の
安
定
を
保

ち
得
な
い
こ
と
を
、
具
さ
に
膿
験
し
た
結
果
、
よ
く
云
え
ば
政
黛
と
提
携
し
、
悪
く
云
え
ば
政
裳
を
懐
柔
し
て
、
兎
に
角
に
衝
突
を
避
け
る
の
外

な
い
と
獲
明
し
、
イ
ヤ
く
な
が
ら
政
窯
に
接
近
し
、
休
職
を
約
す
る
に
至
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
最
初
あ
れ
ぼ
ど
に
廣
言
し
た
超
然
主
義
を
、
ト

ウ
く
放
棄
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
つ
た
の
は
、
明
か
に
政
府
の
政
窯
に
封
す
る
後
退
で
あ
り
、
政
黛
の
政
府
に
封
す
る
前
進
で
あ
つ
た
。

　
明
治
三
十
一
年
（
一
。
。
。
。
。
）
の
伊
藤
内
閣
は
更
に
進
ん
で
政
黛
と
の
提
携
を
圖
つ
た
。
し
か
し
こ
の
度
は
失
敗
し
て
、
地
租
櫓
徴
案
の
爲
に
自
由
、

進
歩
爾
黛
の
大
反
封
に
遭
い
、
政
府
は
議
會
を
解
散
し
た
。
爾
黛
ま
た
政
府
の
挑
戦
に
感
じ
て
鼓
に
合
同
し
、
憲
政
黛
を
組
織
し
て
反
政
府
の
氣

勢
を
揚
げ
た
。
こ
』
に
於
て
伊
藤
は
一
大
決
心
を
な
し
、
政
府
ま
た
政
府
窯
を
造
る
の
必
要
を
、
明
治
天
皇
の
御
前
に
開
い
た
元
老
會
議
で
提
唱

力
論
し
た
の
で
あ
つ
た
が
、
曳
縣
有
朋
の
反
封
に
よ
つ
て
阻
止
せ
ら
れ
た
爲
め
、
彼
は
帥
時
蹴
職
し
て
、
内
閣
の
後
任
者
と
し
て
、
意
外
に
も
大

隈
、
板
垣
の
在
野
黛
爾
首
領
を
奏
薦
し
た
の
で
あ
る
。
明
治
三
十
一
年
六
月
三
十
日
、
日
本
の
政
治
史
に
於
て
始
め
て
政
黛
内
閣
の
形
を
備
え
た

憲
政
窯
内
閣
な
る
も
の
が
出
現
し
た
の
で
あ
つ
た
。
伊
藤
の
こ
の
決
断
は
當
時
非
常
の
好
評
を
博
し
た
も
の
で
み
つ
た
が
・
し
か
も
こ
の
事
た
る
、

彼
が
多
年
頑
強
に
固
執
し
た
排
政
黛
主
義
の
失
敗
を
、
彼
れ
自
ら
承
認
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
な
る
と
彼
の
例
の
天
皇
大
椹
論
は
實
際
政
治
か

ら
影
を
ぴ
そ
め
ね
ば
な
ら
な
い
筈
で
あ
つ
た
。
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史
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と
こ
ろ
が
こ
の
日
本
最
初
の
政
窯
内
閣
は
、
久
し
か
ら
す
し
て
大
隈
、
板
垣
繭
派
の
間
に
醜
い
内
紅
を
生
じ
、
同
年
十
二
月
、
壽
命
僅
に
五
箇

月
に
し
て
自
滅
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
見
た
こ
と
か
と
云
わ
ぬ
ば
か
り
に
代
つ
て
出
て
來
た
の
が
、
日
本
第
一
の
政
黛
嫌
い
で
有
名
な
軍
入
政
治

家
山
縣
有
朋
で
あ
つ
た
。
し
か
し
彼
と
て
政
黛
と
安
協
す
る
の
止
む
な
い
次
第
は
、
十
分
に
承
知
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
板
垣
の
自
由
黛
系

と
提
携
を
約
束
し
、
こ
れ
に
よ
り
山
縣
内
閣
は
兎
も
角
も
第
十
三
、
四
爾
議
會
を
凌
ぐ
こ
と
が
出
來
た
の
で
あ
る
。
だ
が
板
垣
派
と
の
關
係
も
こ

れ
以
上
は
永
績
せ
す
、
ソ
・
く
内
紛
を
醸
し
つ
x
あ
つ
た
。
恰
も
其
頃
、
伊
藤
は
い
よ
く
自
ら
政
黛
を
組
織
す
る
の
決
心
を
固
め
た
。
そ
こ

で
板
垣
の
自
由
黛
系
は
、
其
一
黛
を
伊
藤
に
捧
げ
て
新
窯
を
造
ら
ん
こ
と
を
申
入
れ
た
の
で
あ
る
。
明
治
三
十
三
年
（
お
8
）
八
月
、
政
友
會
は

斯
く
の
如
く
に
し
て
創
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
や
山
縣
は
直
に
餅
職
し
た
。

　
丁
度
十
年
前
、
憲
法
護
布
の
當
時
、
全
國
府
縣
會
議
長
、
議
員
等
の
集
會
に
臨
ん
で
、
「
天
皇
は
全
國
を
統
治
し
、
宰
相
は
天
皇
の
天
職
を
行
ふ

を
輔
弼
す
。
そ
の
輔
弼
の
任
に
至
て
は
一
定
の
分
義
な
か
る
べ
か
ら
す
・
－
…
政
府
を
し
て
常
に
政
蕪
の
左
右
す
る
所
た
ら
し
む
る
が
如
き
は
極
め

て
危
瞼
な
り
」
と
云
い
、
「
今
後
議
會
を
開
き
、
政
事
を
公
議
輿
論
に
間
は
ん
と
す
る
に
當
り
、
遽
に
議
會
政
治
即
ち
政
窯
を
以
て
内
閣
を
組
織
せ

ん
と
望
む
が
如
き
は
、
最
も
危
瞼
の
事
た
る
を
冤
か
れ
す
」
と
云
つ
た
伊
藤
本
人
自
身
が
、
其
所
謂
「
危
瞼
の
事
」
を
今
や
彼
れ
自
ら
犯
さ
ん
と

決
意
し
た
の
で
あ
る
。
否
な
彼
れ
自
身
今
や
進
ん
で
模
範
的
政
黛
を
造
り
、
其
政
黛
に
よ
つ
て
自
ら
内
閣
を
組
繊
す
る
の
大
決
意
を
決
す
る
に
至

つ
た
の
で
あ
る
。
必
至
自
然
の
道
理
と
は
申
し
な
が
ら
、
時
勢
の
攣
化
の
急
な
る
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
と
こ
ろ
が
こ
の
期
に
及
ん
で
も
彼
は

術
こ
ん
な
未
練
な
こ
と
を
云
つ
て
い
る
。

　
「
抑
も
閣
臣
の
任
冤
は
憲
法
上
の
大
樺
に
厩
し
、
其
簡
抜
澤
用
、
或
は
政
黛
員
よ
り
し
、
或
は
黛
外
の
士
を
以
て
す
。
皆
元
首
の
自
由
意
志
に

　
存
す
。
而
し
て
そ
の
已
に
星
げ
ら
れ
て
輔
弼
の
職
に
就
き
、
献
替
の
事
を
行
ふ
や
、
黛
員
政
友
と
錐
も
決
し
て
外
よ
り
之
に
容
豫
す
る
を
許
さ

　
す
。
荷
も
こ
の
本
義
を
明
か
に
せ
ざ
ら
む
乎
、
或
は
政
機
の
運
用
を
誤
り
、
或
は
灌
力
の
孚
奪
に
流
れ
、
そ
の
害
言
ふ
べ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
ら

　
む
と
す
。
予
は
同
志
を
集
む
る
に
於
て
、
全
く
此
弊
風
の
外
に
超
立
せ
ん
こ
と
を
期
す
」
（
政
友
會
創
立
宣
】
｝
、
肖
書
）
。



　
し
か
し
こ
れ
は
當
時
の
政
情
に
於
て
、
宮
中
や
同
僚
元
老
の
思
惑
を
顧
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
つ
て
、
こ
の
程
度
の
断
わ
り
を
二
冒
い
つ

て
置
か
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。
故
に
其
心
事
は
恕
す
べ
き
で
あ
る
が
、
次
い
で
起
つ
た
想
い
も
寄
ら
ぬ
貴
族
院
の
異
饗
は
、
伊
藤

を
し
て
叉
女
昔
日
の
宿
癖
を
再
獲
せ
し
め
る
に
至
つ
た
。

　
明
治
三
十
三
年
十
月
、
伊
藤
は
山
縣
に
代
わ
り
、
新
政
黛
政
友
會
を
率
い
て
内
閣
を
組
織
し
た
ま
で
は
よ
か
つ
た
が
、
い
よ
く
議
會
に
増
税

案
を
提
出
す
る
や
、
衆
議
院
の
方
は
與
蕪
の
多
数
を
以
て
難
な
く
通
過
し
た
け
れ
ど
、
貴
族
院
に
入
つ
て
忽
ち
一
大
障
碍
に
遭
遇
し
た
。
山
縣
系

の
一
派
が
結
束
し
て
こ
れ
に
大
反
封
し
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
す
が
の
伊
藤
も
こ
れ
に
は
悉
く
手
古
摺
つ
た
。
彼
が
貴
族
院
の
委
員
會
に
出
て
、
「
七

重
の
膝
を
八
重
に
折
つ
て
」
哀
訴
歎
願
し
た
有
名
な
話
は
即
ち
こ
の
時
の
こ
と
で
あ
る
。
伊
藤
は
一
方
頻
に
元
老
に
懇
願
し
て
、
貴
族
院
と
の
調

停
を
請
う
た
け
れ
ど
も
全
然
失
敗
し
た
。
貴
族
院
改
造
の
読
を
以
て
同
院
を
お
ど
か
し
て
見
た
が
、
こ
れ
も
ま
た
無
効
で
あ
つ
た
。
伊
藤
が
懸
命

の
努
力
も
終
に
貴
族
院
の
頑
彊
な
反
劃
を
動
か
す
こ
と
を
得
な
か
つ
た
。
こ
エ
に
於
て
伊
藤
は
途
に
例
の
奥
の
手
を
出
す
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。

　
十
二
日
、
伊
藤
邸
に
五
元
老
會
議
が
開
か
れ
た
。
會
議
は
午
前
よ
り
午
後
に
亙
つ
た
、
其
會
議
の
中
ば
に
宮
内
大
臣
田
中
光
顯
が
現
わ
れ
て
謀

議
に
参
し
、
暫
く
に
し
て
田
酔
は
座
を
立
つ
て
宮
中
に
馳
せ
露
σ
た
と
見
る
と
、
直
ぐ
明
治
天
皇
は
貴
族
院
議
長
を
お
召
し
に
な
り
、
親
し
く
勅

語
を
賜
わ
つ
た
。

　
「
験
先
に
議
會
を
開
く
に
方
り
、
示
す
に
験
が
意
を
以
て
し
、
而
し
て
政
府
に
命
し
て
提
出
せ
し
め
た
る
埆
税
諸
法
案
は
、
既
に
衆
議
院
の
議

　
決
を
経
た
り
。
験
は
貴
族
院
各
員
の
忠
誠
な
る
、
必
す
験
が
日
夕
の
憂
を
頒
つ
べ
き
を
信
じ
、
速
に
廟
護
を
翼
賛
し
、
國
家
を
し
て
他
日
の
憾

　
を
貼
さ
x
ら
む
こ
と
を
望
む
」

　
飽
く
ま
で
伊
藤
内
閣
に
反
抗
し
て
、
伊
藤
に
大
痛
手
を
喰
わ
し
め
ん
と
結
束
し
た
貴
族
院
も
、
勅
語
一
濃
、
忽
ち
態
度
一
攣
し
て
、
「
臣
等
謹
み

て
叡
旨
を
奉
膿
し
、
敢
て
協
賛
の
任
を
蜴
さ
む
こ
と
を
期
す
」
と
の
奉
答
丈
を
捧
呈
し
、
早
速
増
税
案
の
全
部
を
可
決
し
た
。

　
陛
下
の
御
ご
冒
を
假
り
て
、
伊
藤
は
窮
地
か
ら
救
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
貴
族
院
の
執
拗
な
る
反
抗
が
山
縣
の
意
を
承
け
た
も
の
だ
と
云
う
當
時
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史
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の
世
評
の
當
否
は
知
ら
す
、
勅
語
｝
下
し
て
攻
撃
の
手
を
封
じ
ら
れ
た
と
あ
つ
て
は
、
議
會
に
討
論
の
自
由
は
な
い
。
口
を
絨
し
て
惟
れ
命
、
惟

れ
從
う
の
外
は
な
い
。
伊
藤
は
勅
語
の
蔭
に
隠
れ
て
一
身
の
難
を
冤
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
伊
藤
の
犯
し
た
罪
は
再
び
重
大
で
あ
つ
た
と
云
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。
伊
藤
等
閣
臣
は
直
に
罪
を
陛
下
に
謝
し
て
、
當
然
総
僻
職
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
筈
で
あ
つ
た
。
し
か
る
に
此
場
合
に
も
彼
等
は
た
穿
進

退
伺
を
出
し
た
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
天
皇
が
こ
れ
を
却
下
せ
ら
れ
た
に
安
堵
し
て
、
李
然
そ
の
職
に
留
ま
つ
た
。

　
衆
議
院
の
反
封
黛
が
伊
藤
の
罪
を
責
め
て
、
「
輔
弼
の
重
任
に
堪
へ
ざ
る
も
の
」
と
認
め
る
決
議
案
を
提
出
し
た
の
ば
其
所
で
あ
る
。
し
か
る
に

伊
藤
は
こ
の
日
不
謹
愼
に
も
酒
を
被
む
つ
て
議
場
の
演
壇
に
現
わ
れ
、
姿
態
く
す
れ
、
呂
律
み
だ
れ
て
、
醜
態
を
極
め
た
。
當
時
こ
れ
を
稻
し
て

伊
藤
の
泥
酵
演
論
と
い
つ
た
。
其
陳
す
る
所
は
相
攣
ら
す
國
務
大
臣
は
陛
下
の
信
任
を
蒙
つ
て
其
職
に
在
る
も
の
故
、
議
院
の
決
議
に
よ
つ
て
輕

輕
進
退
す
べ
き
．
で
は
な
い
と
云
う
に
在
つ
た
が
、
左
に
彼
の
泥
醇
演
論
の
一
節
を
抜
載
す
る
。

　
「
又
我
輩
は
萬
機
献
替
の
任
に
居
る
以
上
は
、
朝
夕
陛
下
に
拝
謁
し
て
天
顔
に
腿
尺
し
て
奏
聞
す
る
こ
と
は
百
端
あ
る
の
で
あ
る
。
（
「
そ
れ
だ

　
か
ら
褒
龍
の
袖
に
隠
れ
る
の
だ
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
。
「
謹
聴
せ
い
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
）
然
れ
ぱ
何
ぞ
必
す
し
も
此
節
の
貴
族
院
に
關
係
し
た
こ
と

　
の
み
で
は
な
い
。
又
當
然
の
職
務
で
あ
る
。
是
は
已
む
を
得
ぬ
。
即
ち
其
責
任
を
墨
さ
ん
と
欲
す
れ
ば
自
然
に
然
ら
ざ
る
こ
と
を
得
ぬ
の
で
あ

　
る
。
又
陛
下
は
天
職
を
墨
さ
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
決
し
て
輔
弼
の
臣
の
悉
く
言
ふ
が
儘
に
遊
ば
す
と
云
ふ
筋
の
も
の
で
は
な
い
。
諸
君

　
は
常
に
腿
尺
せ
ぬ
か
ら
或
は
御
承
知
な
い
か
も
知
れ
ぬ
が
（
笑
聲
起
る
）
併
し
極
り
切
つ
た
こ
と
と
仰
し
や
つ
て
も
、
さ
う
は
参
ら
ぬ
こ
と
で

　
あ
る
（
「
宜
い
加
減
に
止
し
た
ま
へ
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
）
我
輩
の
演
論
を
此
場
に
於
て
禁
す
る
者
が
あ
る
な
ら
ば
、
掴
ま
へ
て
（
「
参
考
に
宏
ふ

　
の
だ
。
禁
じ
は
せ
ぬ
。
君
の
身
の
上
の
爲
忙
言
ふ
の
で
あ
る
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
。
「
黙
れ
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
）
唯
議
決
位
の
こ
と
で
は
提
出
者
の

　
意
思
が
甚
だ
明
瞭
な
ら
ぬ
。
憲
法
政
治
に
於
て
人
を
斥
け
ん
と
欲
す
れ
ば
、
十
分
の
力
を
墨
し
て
斥
け
る
が
宜
し
い
。
唯
く
す
ぐ
る
位
で
は
何

　
も
な
ら
ぬ
。
敢
て
多
言
を
須
ゐ
て
貴
族
院
と
政
府
と
の
關
係
を
蝕
に
論
究
す
惹
必
要
は
な
い
。
又
憲
法
の
講
義
を
爲
す
の
必
要
は
な
い
。
そ
れ

　
は
他
日
閑
暇
の
と
き
に
於
て
、
何
時
で
も
御
相
手
に
な
つ
て
研
究
を
致
し
ま
す
」



　
こ
の
決
議
案
は
少
数
を
以
て
否
決
さ
れ
た
。
斯
く
し
て
伊
藤
内
閣
は
議
會
の
難
關
を
切
抜
け
た
も
の
x
、

三
十
四
年
（
冨
臼
）
五
月
総
辞
職
し
た
。
代
つ
て
出
た
も
の
が
桂
内
閣
で
あ
る
。

間
も
な
く
閣
内
一
致
を
失
い
、
明
治

六
　
明
治
政
府
末
期
の
政
雫

　
衆
議
院
に
多
数
を
占
め
る
政
友
會
は
、
初
め
桂
内
閣
を
敵
と
し
て
こ
れ
と
抗
雫
し
た
の
で
あ
つ
た
が
、
後
愛
心
し
て
姜
協
し
た
。
其
た
め
桂
内

閣
は
兎
に
角
に
最
初
の
議
會
を
通
過
す
る
こ
と
を
得
た
。
む
か
し
こ
の
政
府
は
何
老
申
し
て
も
閥
族
官
僚
の
内
閣
で
あ
る
か
ら
、
政
黛
と
の
衝
突

は
必
然
で
あ
つ
て
、
衆
議
院
は
爲
に
相
つ
い
で
二
同
ま
で
解
散
せ
ら
れ
た
。
即
ち
一
は
海
軍
援
張
に
よ
る
地
租
檜
徴
案
反
封
の
爲
に
、
吹
ぎ
は

議
長
河
野
廣
中
の
有
名
な
る
弾
劾
上
奏
的
奉
答
文
の
爲
に
、
三
十
五
年
（
お
自
）
十
二
月
と
翌
三
十
六
年
（
嵩
8
）
十
二
月
、
年
を
蓮
ね
て
解
散
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
程
に
政
争
は
苛
烈
で
あ
つ
た
に
拘
わ
ら
す
、
桂
内
閣
は
三
十
九
年
（
お
8
）
一
月
に
至
る
ま
で
、
前
後
實
に
四
年
六
箇
月
、

日
本
の
政
治
史
上
類
例
の
な
い
長
壽
を
保
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
三
十
七
年
（
お
9
）
二
月
に
起
つ
た
日
露
職
雫
の
お
蔭
で
あ
つ
て
、
戦
時
中

一
切
の
内
雫
を
中
止
し
、
諸
政
煎
は
共
に
政
府
を
支
持
す
る
こ
と
に
一
致
し
た
か
ら
で
あ
つ
た
。
故
に
桂
内
閣
は
其
最
後
の
約
二
年
間
、
政
黛
と

の
間
に
衝
突
殆
ど
絶
無
の
安
泰
を
得
た
の
で
あ
る
。
從
つ
て
政
㊥
の
爲
に
聖
慮
を
煩
わ
す
こ
と
も
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
戦
前

の
三
十
六
年
五
月
第
十
八
議
會
に
於
て
、
教
科
書
事
件
及
び
取
引
所
問
題
に
關
係
し
て
、
衆
議
院
で
文
部
、
農
商
務
爾
大
臣
に
封
す
る
間
責
決
議

案
が
成
立
し
た
と
き
、
貴
族
院
に
て
一
議
員
か
ら
爾
大
臣
が
問
責
さ
れ
な
が
ら
解
職
し
な
い
こ
と
を
無
責
任
と
詰
じ
る
や
、
桂
首
相
は
直
に
立
つ

て
、
國
務
大
臣
は
陛
下
の
御
信
任
に
よ
つ
て
其
職
に
在
る
も
の
で
あ
る
。
衆
議
院
の
決
議
の
爲
に
進
退
を
輕
女
に
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
反
撃

し
た
。
更
に
三
十
八
年
（
ぢ
8
）
二
月
（
第
二
十
一
議
會
）
北
海
道
上
川
兵
螢
工
事
費
不
當
支
出
事
件
に
關
し
、
衆
議
院
の
決
算
委
員
會
に
於
て
、

陸
軍
大
臣
寺
内
正
毅
に
劃
し
て
責
任
を
追
窮
す
る
や
、
寺
内
は
こ
れ
に
答
え
て
、
本
官
は
天
皇
陛
下
に
封
し
責
任
を
有
す
る
も
、
議
會
及
び
委
員

會
に
封
し
て
は
毫
末
も
責
任
を
負
う
べ
き
理
由
は
な
い
と
傲
語
ヒ
た
の
で
、
衆
議
院
は
事
件
を
上
奏
し
て
聖
断
に
訴
え
ん
と
す
る
大
騒
ぎ
を
生
じ
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た
こ
と
が
あ
る
。

　
日
露
戦
争
の
跡
始
末
が
つ
い
た
の
を
機
會
に
、
桂
内
閣
は
三
十
八
年
末
総
畔
職
を
決
意
し
、
こ
れ
に
代
つ
て
翌
三
十
九
年
（
屋
8
）
　
一
月
西
園

寺
内
閣
が
出
來
た
。
首
相
西
園
寺
公
望
は
當
時
伊
藤
の
後
を
糧
い
で
政
友
會
総
裁
で
あ
つ
た
が
、
彼
を
奏
薦
し
た
も
の
は
桂
で
あ
っ
た
。
し
か
し

桂
の
言
に
よ
れ
ば
西
園
寺
を
奏
薦
し
た
の
は
政
黛
の
総
裁
と
し
て
ビ
は
な
く
、
華
冑
の
重
望
と
し
て
推
し
た
の
で
あ
る
と
云
う
の
で
あ
る
。
ま
た

西
園
寺
自
身
も
新
内
閣
は
政
黛
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
は
な
い
と
云
つ
て
居
る
。
し
か
し
こ
れ
を
純
政
黛
内
閣
と
見
る
の
は
固
よ
り
営
ら
ぬ
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

ど
、
政
友
會
を
背
後
の
勢
力
と
し
て
立
つ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
事
實
に
孚
う
を
得
な
い
。
帥
ち
時
勢
は
既
に
一
鍵
し
つ
N
あ
る
こ
乏
を
示
す

も
の
で
あ
つ
た
。
し
か
る
に
不
幸
短
命
に
し
て
四
十
一
年
（
一
8
。
。
）
七
月
俄
に
瓦
解
し
た
。
其
二
箇
月
前
に
行
わ
れ
た
総
選
學
に
於
て
、
政
友
會

は
衆
議
院
の
殆
ど
其
牛
数
を
占
め
る
程
の
大
勝
を
博
し
た
の
に
、
突
如
政
攣
を
見
た
の
で
あ
る
か
ぢ
、
國
民
は
何
の
事
や
ら
サ
ッ
パ
リ
課
が
わ
か

ら
な
か
つ
た
。
故
に
當
時
傳
え
て
桂
の
陰
謀
に
よ
つ
て
暗
殺
さ
れ
た
も
の
と
云
つ
た
。
斯
く
し
て
第
二
次
桂
内
閤
が
再
現
し
た
の
で
あ
る
。

　
桂
は
本
來
奮
超
然
主
義
の
藩
閥
出
身
で
あ
り
、
政
窯
嫌
い
の
山
縣
の
直
系
と
見
倣
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
毛
、
彼
の
聰
明
な
る
、
政
窯
を

疎
外
し
て
は
何
事
を
も
成
し
得
な
い
こ
と
を
知
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
直
に
政
友
會
と
所
謂
「
情
意
投
合
」
し
て
、
こ
れ
を
巧
に
あ
や
っ
り
っ
N

政
府
の
安
泰
を
計
る
に
努
め
た
。
か
く
て
三
年
の
比
較
的
長
命
を
保
つ
て
、
四
十
四
年
（
お
目
）
八
月
再
び
西
園
寺
と
代
つ
た
。

　
こ
の
第
二
次
西
園
寺
内
閣
に
至
つ
て
、
始
め
て
純
政
蕪
内
閣
と
稻
す
る
も
の
が
成
つ
た
と
構
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
陸
海
軍
大
臣
の
外
、
閣
員

悉
く
政
友
會
の
煎
員
及
び
準
窯
員
を
以
て
占
め
ら
れ
た
。
最
早
や
天
下
に
渾
か
る
所
な
く
政
窯
を
公
然
の
基
礎
と
し
て
、
内
閣
を
組
織
し
た
の
で

あ
る
。
時
勢
の
著
し
い
憂
化
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
と
こ
ろ
が
僅
に
一
年
飴
に
し
て
俄
然
こ
の
内
閣
は
総
解
職
し
た
。
陸
軍
六
閥
の
彊
要
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

る
二
箇
師
團
増
設
間
題
の
爲
に
、
西
園
寺
は
決
然
内
闇
を
投
げ
出
し
た
の
で
あ
る
。
陸
軍
大
臣
上
原
勇
作
は
閣
議
に
於
て
増
師
の
要
求
が
拒
け
ら

れ
る
や
、
猫
り
参
内
し
て
直
接
僻
表
を
捧
呈
し
、
其
後
任
の
人
選
を
陸
軍
一
致
し
て
拒
絶
す
る
妨
害
行
爲
に
出
で
、
強
引
に
要
求
を
貫
徹
せ
ん
と

企
て
た
の
で
あ
る
。
其
背
後
に
山
縣
の
在
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
ぞ
日
本
に
於
て
軍
閥
が
政
治
策
動
を
始
め
た
其
最
初
の
陰
謀
で
あ



っ
た
。
一
旦
基
礎
を
成
さ
ん
と
し
た
政
黛
政
治
も
、
陸
軍
軍
閥
の
こ
の
陰
瞼
な
る
策
動
に
よ
つ
て
忽
ち
挫
折
し
た
。
し
か
し
西
園
寺
内
閣
の
突
然

の
総
群
職
は
、
こ
～
に
未
曾
有
の
大
政
攣
を
引
き
起
す
の
端
緒
と
な
つ
た
。
其
結
果
は
日
本
國
内
に
憲
政
擁
護
の
大
運
動
を
捲
き
起
す
に
至
ら
し

め
た
。
所
謂
大
正
の
政
攣
と
は
こ
れ
で
あ
る
。

明
治
史
に
於
け
る
政
争
と
皇
室
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